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莊　

日
本
と
香
港
が
文
化
的
に
似
て
い
る
の

は
、多
元
的
な
テ
ー
マ
を
扱
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
く
わ
え
て
日
本
は
、自
分
の
伝
統
文
化

も
大
事
に
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
斬
新
な
作
品
も
生
ま
れ

て
い
る
。
香
港
の
伝
統
文
化
は
日
本
ほ
ど
大

事
に
さ
れ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

イ
ン
デ
ィ
ー　

文
化
を
ど
う
残
す
か
と
い
う

点
で
は
、
日
本
の
ほ
う
が
し
っ
か
り
守
ら
れ

て
い
る
。

莊　

え
え
。
日
本
人
の
礼
節
や
秩
序
を
守
る

と
こ
ろ
も
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、

災
害
が
起
き
た
と
き
、
お
年
寄
り
と
女
性
を

優
先
的
に
守
る
。
す
ご
く
文
明
開
化
さ
れ
た

行
為
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
香
港
人
が

文
明
開
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て（
笑
）。
香
港
は
地
震
も
起
こ
り
ま
せ

ん
し
、
幸
い
あ
ま
り
大
き
な
災
害
が
な
い
ん

で
す
。
あ
と
、香
港
人
が
話
す
と
き
は
直
接
的

な
物
言
い
を
し
ま
す
ね
。
日
本
人
は
礼
儀
正

し
く
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
話
す
。

そ
れ
も
私
が
持
っ
て
い
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
が
。

イ
ン
デ
ィ
ー　

私
は
、
香
港
の
戯
曲
と
日
本
の

戯
曲
は
ち
ょ
っ
と
違
う
部
分
が
あ
る
と
思
っ

て
い
て
。
香
港
の
対
話
だ
と
、
直
接
的
に
話

し
た
り
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
を
即
答
し
た
り
し

ま
す
が
、
日
本
の
対
話
の
場
合
、
た
と
え
ば
先

生
と
生
徒
と
か
、
関
係
性
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

く
る
。
翻
訳
す
る
と
き
に
微
妙
な
文
化
の
違

い
を
感
じ
ま
し
た
。

莊　

私
も
同
じ
よ
う
な
体
験
が
あ
り
ま
す
。

英
語
の
戯
曲
を
翻
訳
し
た
と
き
、
英
語
で
は

よ
く"

H
ow

 are you
?" " I’m

 fine."

と

い
っ
た
会
話
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
香
港

◆
香
港
と
日
本
の
違
い

イ
ン
デ
ィ
ー　
二
〇
一
一
年
に
執
筆
さ
れ
、
翌
年

香
港
で
初
演
さ
れ
た『
野
良
豚
』
を
、
今
年
九

月
に
文
学
座
ア
ト
リ
エ
で
上
演
し
ま
す
。
私

が
翻
訳
と
演
出
を
担
当
す
る
の
で
す
が
、
今

日
は
作
者
の
莊
梅
岩
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
香
港
と
日
本
の
演
劇
が
扱
う

テ
ー
マ
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
違
い
に
つ

い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

莊　

非
常
に
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
二
〇
二
〇

年
に
国
安
法（
香
港
国
家
安
全
維
持
法
）が
施

行
さ
れ
た
後
の
香
港
に
つ
い
て
、
今
は
ま
だ

う
ま
く
整
理
で
き
な
い
の
で
、自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
時
代
の
香
港
の
話
を
し
て
み
ま
す
。

か
つ
て
香
港
は
文
化
的
に
多
元
で
、演
劇
も
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。商
業

的
な
作
品
で
も
芸
術
的
な
作
品
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
家
族
の
話
や
恋
愛
の
話
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
し
、ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
や
一
風

変
わ
っ
た
作
品
も
あ
っ
た
。
百
花
繚
乱
的
に

何
で
も
あ
る
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

イ
ン
デ
ィ
ー　

近
年
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
。

莊　

同
業
者
と
も
話
す
ん
で
す
が
、こ
こ
二
年

く
ら
い
は
喜
劇
が
多
い
気
が
し
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
テ
ー
マ
に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

社
会
や
経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
て
、人
び
と
も

あ
ま
り
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気
で
は

な
い
の
で
、
娯
楽
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
あ

と
、
喜
劇
に
す
れ
ば
、笑
い
の
後
ろ
で
何
か
を

隠
喩
で
表
現
し
て
も
バ
レ
な
い（
笑
）。
お
客

さ
ん
も
シ
リ
ア
ス
な
も
の
は
好
ま
な
い
傾
向

が
あ
る
の
で
、政
治
的
な
テ
ー
マ
や
社
会
問
題

を
直
接
描
く
作
品
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
デ
ィ
ー　

演
劇
に
限
ら
ず
、
香
港
と
日
本

の
文
化
的
な
違
い
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

『
野い

の

し

し

良
豚
』が
伝
え
る
も
の

演出部

インディー・チャン
作家

莊
そ う

 梅
ば い が ん

岩 ×

I対 談I　

後
援
＝
新
宿
区

作　莊
梅
岩

訳
・
上
演
台
本
・
演
出

イ
ン
デ
ィ
ー
・
チ
ャ
ン

9
月
9
日（
火
）〜

21
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
信
濃
町 

文
学
座
ア
ト
リ
エ

文
学
座
９
月
ア
ト
リ
エ
の
会

1

■ 2025年8月1日（毎月1日発行）■発行 〒160-0016 新宿区信濃町10 （株）文学座 ■文学座公式サイト https ://www.bungakuza.com ■定価120円（消費税込）■

文学座公式サイト https://www.bungakuza.com　 文学座公式 （旧Twitter） ＠bungakuza　  Instagram ＠bungakuza

2025.8  Vol.792



★映画・テレビ・ラジオの出演は 文学座 映画放送部 X（旧Twitter） @bungakuza_mg をご覧ください。

  

ア
ト
リ
エ
短
信

■
訃
報　

古
川
幸
夫

　

元
演
出
部
で
座
友
の
古
川
幸
夫
さ
ん
が
、
７
月
11

日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
89
。

　

１
９
３
６
年
生
ま
れ
。
照
明
家
と
し
て
、
文
学
座

を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
し
、
数
多
く
の
舞
台
を
手
が

け
ま
し
た
。
本
多
劇
場
柿
落
し
公
演『
そ
し
て
誰
も

い
な
く
な
っ
た
』
と
文
学
座
公
演
『
太
郎
の
屋
根
に

雪
降
り
つ
む
』の
成
果
に
よ
り
、第
２
回（
昭
和
57
年
度
）

日
本
照
明
家
協
会
賞
（
舞
台
部
門
）
大
賞
を
受
賞
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。　

■
寄
付
の
ご
報
告

　

文
学
座
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
ご
芳
名
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。　

　
　

小
野
和
衛 

様	

西
岡
り
つ
こ 

様

　
　

原 

英
記 

様	

村
田
豊
樹
・
洋
子 

様

　
　

匿
名
希
望 

５
名
様

　
　
（
本
年
２
月
号
掲
載
以
降
／
50
音
順
）

■
「
ギ
フ
ト
チ
ケ
ッ
ト
」
の
ご
報
告

　

平
素
よ
り
「
ギ
フ
ト
チ
ケ
ッ
ト
」
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
を
は

じ
め
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
を
通
じ
て

『
リ
セ
ッ
ト
』『
肝
っ
玉
お
っ
母
と
そ
の
子
供
た
ち
』

『
も
う
ひ
と
り
の
わ
た
し
へ
』
に
、
計
74
名
の
方
々
を

ご
招
待
で
き
ま
し
た
。『
野
良
豚 W

ild
B

oar

』（
９

月
）、『
華
岡
青
洲
の
妻
』（
10
～
11
月
）で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
「
感
謝
祭
２
０
２
５
」
開
催
決
定
！

　

今
年
の
感
謝
祭
は
12
月
21
日（
日
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。 

※
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

＊紀伊國屋サザンシアターTAKASHIMAYAの
公演には文学座支持会、パートナーズ倶楽部
会員様の特別割引があります。

　詳細はこまつ座 TEL 03 -3 862 - 5941 まで

■
こ
ど
も
げ
き
の
ご
案
内

　

文
学
座
こ
ど
も
げ
き
は
、
今
後
、
左
記
の
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
学
校
公
演
の
他
、
一
般
の
方
も

ご
参
加
い
た
だ
け
る
企
画
を
準
備
中
で
す
。

◆
『
ア
リ
バ
バ
と
40
人
の
盗
賊
』

　

演
出
＝
所 

奏

　

８
月
24
日（
日
） 

東
調
布
第
三
小
学
校
公
演

◆
『
怪
人
二
十
面
相
』

　

原
作
＝
江
戸
川
乱
歩　
脚
色
＝
斎
藤
祐
一　
演
出
＝
所 

奏

　

11
月
５
日（
水
） 

赤
松
小
学
校
公
演

◆「
歴
博
で
解
け
！ 

怪
人
二
十
面
相
か
ら
の
謎
の
手
紙
」

　

２
０
２
６
年
１
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
） 

　

新
宿
歴
史
博
物
館 

　

※
一
般
参
加
可
。
詳
細
は
後
日
Ｈ
Ｐ
に
て
。

■
２
０
２
６
年
３
月 

ア
ト
リ
エ
の
会 

演
目
決
定
！

　

来
年
３
月
ア
ト
リ
エ
の
会
の
演
目
が
決
定
し
ま

し
た
。
劇
団
と
し
て
は
過
去
に
４
度
、
外
国
人
演
出

家
に
よ
る
上
演
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、
2
0
0
3

年
の
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
以
来
の
試
み
と
し
て
、

エ
リ
ー
ズ
・
ト
ロ
ン
氏
を
お
招
き
し
、
劇
団
創
立
90

周
年
を
前
に
新
た
な
出
会
い
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

　
　
　 

フ
ェ
フ
　
ア
ン
ド
　 

ハ
ー
　  
フ
レ
ン
ズ

　『Fefu and H
er Friends

』

　

作
＝
マ
リ
ア
・
ア
イ
リ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ネ
ス

　

訳
・
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
＝
添
田
園
子

　

演
出
＝
エ
リ
ー
ズ
・
ト
ロ
ン

◇
出
演
＝
高
橋
紀
恵
、
鬼
頭
典
子
、
上
田
桃
子
、千
田　
　

　

美
智
子
、
永
川
ゆ
り
、
柴
田
美
波
、
音
道
あ
い
り
、

　

小
石
川
桃
子

◇
２
０
２
６
年
３
月
17
日（
火
）～
29
日（
日
）

◇
信
濃
町
・
文
学
座
ア
ト
リ
エ

※
詳
細
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
改
名　

演
技
部
の
永
川
友
里
が
、
７
月
30
日
付
で

「
永
川
ゆ
り
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

★乃村美絵：『ハリー・ポッターと呪いの
子』（J.K.ローリングオリジナルストーリー、
ジャック・ソーンオリジナルストーリー・脚
本、小田島恒志・小田島則子訳、ジョン・
ティファニー オリジナルストーリー・演出）
2024年7月〜 TBS赤坂ACTシアター
★藤川三郎、名越志保、駒井健介：『華
岡青洲の妻』（有吉佐和子作、齋藤雅文
演出）8/1 ～ 17 新橋演舞場
★川合耀祐：『水星とレトログラード』（保
坂萌作、有馬自由演出） 8/2 ～ 11　ザ・
スズナリ（下北沢）

★渡邊真砂珠：『みんな鳥になって 』（ワ
ジディ・ムワワド 作、藤井慎太郎訳、上
村聡史演出） 8/8 ～ 10　岡山芸術創造
劇場 ハレノワ， 8/15 ～ 17　J:COM 北九
州芸術劇場（福岡）

★川辺邦弘、萩原亮介：リーディング『不

可能の限りにおいて』（ティアゴ・ロドリゲ
ス作、藤井慎太郎 訳、生田みゆき演出）
8/8 ～ 11　シアタートラム（三軒茶屋）

★大原康裕、郡山冬果：TBスタジオ企画
『手紙　届かなかったラブレター』（得丸
伸二作・演出）8/10・11　TBスタジオ（北
区志茂）

★神野崇：『ガリレオの目 –それでも地
球は– 』（田尾下哲 作・演出） 8/13 ～ 17　
シアター・アルファ東京（恵比寿）

★横山祥二、山下瑛司：『あの夏、君と
出会えて～幻の甲子園で見た景色～』（羽
原大介 作、木村弥寿彦演出）8/23 ～ 31　
サンシャイン劇場（池袋），9/6 ～ 14　大阪
松竹座，9/20　金沢市文化ホール（石川），
9/23　広島国際会議場フェニックスホー
ル，9/26 ～ 28　御園座（愛知）

★粟野史浩、松岡依都美：『きらめく

星座』（井上ひさし作、栗山民也演出）
8/30 ～ 31　博多座，9/7 ～ 22　紀伊國屋
サザンシアターTAKASHIMAYA　ほか

★後田真欧：『その鉄塔に男たちはいる
という』（土田英生 作・演出）9/3 ～ 9　
シアターブラッツ（新宿一丁目）

★ sa r a：ミュージカル『once 』（エンダ・
ウォルシュ脚本、グレン・ハンサード／マ
ルケタ・イルグロヴァ音楽・歌詞、ジョン・
カーニー原作（映画「ONCE ダブリンの街

角で」脚本・監督）、一川華 訳・訳詞、稲葉
賀恵演出 ）9/9 〜 28 日生劇場　10/4・5
御園座（名古屋），10/11 〜 14 梅田芸術劇
場（大阪），10/20･21,23 〜 26 博多座 ほか

出 演 情 報 ◎追加情報は文学座HPにて
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